◇シンパシー号の解説
　＊ネタばれる予感ＭＡＸ限界突破。本編読破後にチェックすべし。

　はい！　ということで時間軸２に突入いたしましたっ！

　・・・・・・と、ここで１つ紛らわしいお知らせが。実はコレ（この物語）なんですが、時間軸的には「１」に在籍しております。「は？」という感じですが、その理由はコレも「主要キャラ紹介」だからです。
　朱雀は毎回紹介しているとして、「積み木～シンパシー」でメインとなる四聖獣の５人、全てが一応は登場して、軽い人物の紹介が終わりました。いよいよ次から本当の意味で“四聖獣”がスタートします。

　で、コレがなんで時間軸２にあるのかというと、時間軸１にある物語は全て「四聖獣の基本的な事柄の紹介を行う文を含め！」という条件を持っているからです。その紹介を行わなかったコレは時間軸１に入れません。

　「細かいこと言うなよ」とも思われるかもしれませんが、例えばコレを時間軸１に置いておいたとして、物語を読む順番は基本的にフリーダムでＯＫなので、コレを最初に読む可能性も出てきます。そうなると、「朱雀？　黄龍？　何それ」というメンバーの名前すら解らない事態が発生するわけです。それはマズイだろ、と次の時間軸の仲間入りとあいなりました。
　つまり、時間軸２以降は「時間軸１読書済み」という前提のもとに書かれていきます、ということです。そうしないといつまでたっても“紹介文”が繰り返されてしまうので、非常にとっぽいですからね。

　コレも本当は“四聖獣の紹介文”を書こうとしたんですが、さすがに４話続けて説明するのはしつこいだろ……と、省かれました。内容的にも「彼らの名前くらいは知っている」ということを大前提にしていますしね。
　さてさて、長い前置きはここまでっ。

　かぁ～いせぇ～つぅ～はぁ～じぃまぁ～るぅよぅおぉぉ～↓

＠勝手に自問自答
Ｑ：朱雀がやってたカードゲームはポーカーでしょ？　“役”を格好つけて言い過ぎっ！
Ａ：はい、アレはポーカーです。あいつがいつもやってるポーカーフェイスに引っ掛けてます（どうでもよし）。それで役の呼び方なんですが、「フォー・オブ・ア・カインド＝フォーカード」「ボート＝フルハウス」です。そして彼らがわざわざかっこ良さ気な方で呼んだのには訳があります。

　カジノでは、というか日本以外では「スリーカード」「フォーカード」「ファイブカード」という役名は通用しません。全て日本国内での俗称なんですね。きちんと「（数字）・オブ・ア・カインド」と言わないとディーラーに「Ｗｈａｔ？」と言われる可能性大です。

　だから、朱雀は別に格好つけて言っていたわけでは（格好つけているケド）ないんです。
　もう１つの、フルハウスについては、「何か朱雀がわかりにくい方で呼んで、それを説明する為に手札のカードも説明したから、もう１つも揃えた方がええべや」という理由でああなりました。
Ｑ：青龍は何故に風邪を引いた？
Ａ：簡単に言うと、乗船の２日前。犬に傘をあげてしまったからです。雨に濡れて風邪を引いたところに夏の暑さ、船の快適さがギャップとなって襲い掛かり、ああなりました。

Ｑ：奈由美（黄龍）がやってるのは○天堂の方？　それとも□ニー？
Ａ：折りたためて画面が２つある方ですね。もちろん、それではありません。あの世界で発売されたやつです。　――うん。ほとんど同じものさ。
　ついでに、彼女がプレイしているゲームはカルドセ△トというゲームです。これは地球のそれです。知人に送ってもらいました。

Ｑ：奈由美はゲーム好き？

Ａ：大好きですね。かつて彼女が地球にいたころはとあるレースゲームで「金髪のＤＫ使い・ナユ」などと恐れられていました（仲間内で）。

　性格はアウトドアなんですが、インドアな趣味が多い奈由美。漫画とか映画とかも好きですけど、恋愛物や少女向けではなく、アクションやガッツガツの少年物を好みます。ただし、不良物や話がややこしいものは苦手で、映画でその手の物を見るとまず寝ますね。

　さっき「恐れられていた」なんて書きましたが、それはあのゲームでの話し。レースゲームでは天才的な才能を発揮します（でも車は運転したことがない）が、それ以外では平凡です。やりこんだゲームでも「勝つ為に」ではなく「魅せる為に」ミラクルプレイを披露するタイプです。

　一番苦手なジャンルは「格ゲー」。好きなんですが弱いです。

Ｑ：「遺産の守り手」って、何？

Ａ：ネフィスを説明する文章でちらっとあった「世界を掌握していた組織」の残党ですね。軍部（戦闘部署）の末端構成員達で組織されたテロ集団。目的はいろいろと“らしい”ことを言っている連中ですが、要は「職なくなったら暴れるしかねぇべさ！」と海賊・山賊の如く略奪を繰り返している方々です。　かなり格に距離はありますが、ネフィスのかつての“部下”です。

Ｑ：筋肉は何しにきたの？

Ａ：“筋肉＝筋肉質な男”は略奪しにきました。というか船全体を人質にとってよくある身代金要求をしようとしていました。何せ大量の“偉い人”が乗っているので、人質のランクには困りませんからね。

　一応組織の指令としては、“我らの母なる組織に恩ありながら、それを仇で返す裏切りを許すわけにはいかぬ！”というもの。

　彼らが元いた組織と関わりがあり、恩もあるはずなのにのうのうと成長する貴様らナイル社……許せんっ！　ということなんですが、そもそもあらゆる事柄に精通していた組織だったので別にナイル社じゃなくてもほとんど現存する企業や国は関っています。
　それに恩といっても互いに利益ある契約や取引なのでそれが“恩”なのかというと明らかに言いすぎですね。

　つまり、ただの口実であり略奪です。

Ｑ：筋肉質（な男）に名前は？
Ａ：え……な・まえ……？？　あ、あるよ。ありますよ！　彼だって一端の人間ですから。

　そうね、え～っと――――Ｊ＝ジョンソンなんてどうだろう？　そうなんですよ！彼の名前は“Ｊ＝ジョンソン”。“Ｊ”はジョージのＪだよ！
Ｑ：「無理をした」っていうのは青龍のことだよね。
Ａ：うん。
　実は、ほとんどまったく描かれてはいませんが、“舞台”裏では激闘が行われていました。
　「青龍１人　ＶＳ　テロリスト１２名」というタイトルが付きそうな激闘は広い船の客室に散った１２人のテロリストをたった１人の侍が朦朧とする意識の中で次々と叩っ斬っていく（殺してはいません。武器を奪ったり戦意を喪失させたりする程度です）・・・というドキドキもののアクションだったのですが、全てカットされました。だってあいつ映してもしかたないじゃん。奈由美映さなあかんでしょ、流れてきに。
　でも、あいつの頑張りの片鱗が１行だけ描かれています。

　“ぐあぁぁぁあぁあぁ……”という男性の悲鳴がそれ。あれは青龍が斬ったテロリストの悲鳴です。

　あと、奈由美がすんなりと、乗客にすら会わずに扉に辿り着いていますが、アレも青龍のおかげ。１２人のテロリストは全て青龍の元に集って斬られてしまい、さらに何事かと船室を飛び出す人も、銃声と廊下を歩く“激しい息遣いで顔を真っ赤にしながら刀を持って駆け回る着物の人間”を目撃して「げぇっ、変質者！」と部屋に閉じこもってしまいました。

　だから会場に向かって辿り着いた人間は奈由美含めて４人のみ。１００人近くいた他の乗客が混乱をきたさなかったのは全て、青龍の舞台裏での活躍があってこそでした。
Ｑ：へぇ、１７才。
Ａ：そうですね、奈由美は１７才。如何わしい組織を率いている割には若くてしかも未熟な印象ですが、これは彼女が兄の後を引き継いだため。もともとは彼女の兄が始めて、集めたメンバーが朱雀たちであり四聖獣です。
　ちなみに、朱雀は１９才と、こいつも若い。さらに青龍は１７才と奈由美と同い年という若さ。所詮はガキんちょ集団な四聖獣がマイナーで、一部以外からは信用されていないのも納得の低年齢ぶり。もっとも、朱雀と青龍は大抵の場合、年齢以上に間違われます。

Ｑ：朱雀は何で同じ拳銃の口径違いを持ってるの？
Ａ：あれは最初に手に入れたのが右手４１口径の方で、思い入れがあるので見捨てられず、左手のは「どうせなら一番強ぇやつで」、と入手したからです。
Ｑ：ネフィスは何才？
Ａ：…………さぁ？
Ｑ：舞台とか出演者とかは……？

Ａ：これは周囲への配慮です。売れっ子著名人であるネフィスが得体の知れない青年と話していたら「誰、アレ？」となって注目されますよね。そこで「今夜、事は起きそうなの？」「奴らは２０人だ」などとは言えないので、とりあえず手頃にありそうな役割として「サプライズで行われる演劇の演出家」という立場を朱雀はとっていました。

　このことは当然ナイル社の代表にも話されていますので、万が一確認を取られても平気です。しかもサプライズなイベントの演出家なので、多くの人が知らず、若干隠されている様子を悟られても納得させることが可能。ネフィスもその出資者を演じています。
　と、いうことで朱雀たちは“舞台”とか“出演”という単語を用いていたわけです。テロを舞台に見立てて、テロリストを出演者とする発想は彼らならでは。ここからも彼らが決して“正義”などを掲げて活動している訳では無いということが察せられます。
Ｑ：始めからそれ使え。
Ａ：ネフィスが耳に付けた通信装置のマイクを伸ばした……あたり。

　なんで最初が携帯なのかというと、そっちの方が自然だからです。「自然である必要性」は通常の状態だと誰がどのように彼女の動向を伺っているかわからないため。少しでも「何かおきるかも」という気配を消す為です。
　テロリストが登場して乗客の視線が離れて、ネフィスどころではなくなったところで（＋その時点で「なにかある」と思われても平気だから）通信機に切り替えました。

Ｑ：朱雀は何で奈由美たちの居場所がわかった？
Ａ：朱雀がＡｃｔ２でネフィスに現在の状況を報告していますが、あの時点で彼はテロリストの根城があの倉庫であることを突き止めていました。もっと正確に言うと、「テロリストの首謀者が潜む場所」ですね。だから真っ先にあの場所に向かったわけです。
＠サブタイトル一覧

　各「Ａｃｔ」のサブタイトルだっ。全部跡付けだっ！

Ａｃｔ１：デパートよりコンビニ
Ａｃｔ２：ガサツな護衛（ナイト）
Ａｃｔ３：どんな袖なんだよ！

Ａｃｔ４：ＣＰＵと戯れ姫

Ａｃｔ５：舞台の始まり、そして終了。
Ａｃｔ６：だめよ、絶対そうなるから行っちゃダメ！

Ａｃｔ７：エロ的にもグロ的にもセーフティ
Ａｃｔ８：大切な「言葉」が染み込んだ宝物……

